

















Charles Olson Had an Interview with a Paris Review Reporter 


















































































































































　ランシング　「彼が直してくれるなら──直してくれたなら」（“Would that he did̶















　オルソン　私の経験では，最初に引用の技法を知ったのは T. S. エリオットからだった
と思う，「適
ア ポ ジ ッ ト
切な（apposite）」といったろうか。「適










　マランガ　気をつけなさい，そうしないと逮捕されますよ（or you’re going to be caught）。































































































































































































































































































































































































　⑹は，パウンドの『詩篇』（Ezra Pound, The Cantos, 1969）やウィリアムズの『パタソン』




















の会見は，エクバート・ファース編『新しいアメリカの詩学に向かって』（Ekbert Faas ed. 
Towards A New American Poetics, 1978）やジョージ・プリンプトン編『仕事中の詩人たち』























































































































































































































　ウィキペディアによれば，マランガの第一詩集は Seven Tests: A Diary (with Andy Warhol) 
















 〈http://en.wikipedia.org/wiki/Gerard_Malanga 13 July 






















Seven Tests: A Diaryから，最新の詩集1947 (2018) までで24冊。2019年には25冊目の詩集
Cool & Other Poemsが出版される予定である。以下にそのすべてを挙げる。
　　1. Screen Tests: A Diary (with Andy Warhol) (1967)
　　2. The Last Benedetta Poems (1969)
　　3. Gerard Malanga Selbstporträt eines Dichters (1970)
　　4. 10 Poems for 10 Poets (1970)
　　5. chic death (1971)
　　6. Wheels of Light (1972)
　　8. The Poetry of Night, Dawn and Dream/ Nine Poems for Césare Vallejo (1972)
　　9. Light / Licht (1973, bilingual), 
　　10. Incarnations: Poems 1965–1971 (1974)＊
　　11. Rosebud (1975)
　　12. Leaping Over Gravestones (1976) 
　　13. Ten Years After: The Selected Benedetta Poems (1977)＊
　　14. 100 years have passed (1978)
　　15. This Will Kill That (1983)＊
　　16. Three Diamonds (1991)＊
　　17. Mythologies of the Heart (1996)＊
　　18. No Respect: New and Selected Poems, 1964–2000 (2001)＊ 
　　19. AM: Archives Malanga, Volumes 1, 2, 3 & 4 (2011)
　　20. Three Broadside Poems (2013) 
　　21. Malanga Chasing Vallejo: Selected Poems: Cesar Vallejo: New Translations and Notes: 
Gerard Malanga (2014)
　　22. Tomboy & Other Tales (2014)
　　23. Whisper Sweet Nothings & Other Poems (2017)
　　24. 1947 (2018)








































always in the guises of the birds upon the earth” (This Will Kill That 68) や， “It is a human/ 
universe” (同 86) および，「投射詩論」への言及（Three Diamonds 213）が見られる。
　クリーリーについては，作品を引用する場合もあれば（This Will Kill That 101），直に
─　　─100
平　野　順　雄
会った時の印象を “Creeley/ calls me/ a kind man” (同 79) と記すこともある。クリーリーの
ことを考えている自分の姿を記す場合もある “Beauty/ is too quick/ for time// Thinking of 
Creeley̶” (同 105)。オルソンとクリーリーを詩中に書き込むだけではない。
　W. C. ウィリアムズも，詩を引用する形で何度か This Will Kill Thatや Three Diamonds詩
中に登場させている。ウィリアムズの有名な詩「ナンタケット」をマランガは引用してい
る（Three Diamonds 93）。詩人だけではなく，劇作家リチャード・シェクナーの言葉 “All 
observations are participations” (同 213)，小説家アルベール・カミュやウラジミール・ナボ
コフの名前や言葉を詩中に記す（同 81）。映画女優メリル・ストリープを書く場合は，マ
ランガの個人的願いを直截に詩中で吐露している “Meryl Streep sitting to the right/ pretends 

























　　　h o w   t o   r e a d   o l s o n
　　　Dearest Cristina. how to read Olson: there is nothing that did not interest him. As a poet, 
─　　─101
『パリ・レヴュー』誌のインタヴューを受けるオルソン
moreover, he would naturally look for chances to use his dramatic, lyric & didactic powers. 
So with his structure firmly determined by its basic economy Olson was free to range at 
will, packing every rift with fascinating details that add so much to his poems. He had time 
for the classics, history, mythology, ecology, topography, genealogy, metaphysics, religion, 
the physical labors that go into sailing a boat. He gave full rein to his powers because he had 
found the inexhaustible vehicle of the personification of Maximus in himself. The 
inexhaustibility of the Maximus poems is a consequence of structural unity & continuity of 
the central theme, the life of a city: gloucester. But if you cannot finish the poem you may 
begin it & be the richer for having begun, & having started all you need is to pay attention; 



































　　1966 sudan dunn, whittier bottomly alias international velvet,（23歳）
　　1966‒1967 benedetta barzini,（23歳～24歳）
　　1967‒ 1968 donna francesca patrizia ruspoli di poggio suasa,（24歳～25歳）
　　　　　　　　　　　　　　「投射詩論」（72‒73）ローマにて11月４日作。
　　1968 lou lou de la falaise,（25歳）
　　1968 alexandra kirkland,（25歳）
　　1969 agneta freiberg,（26歳）オルソンへのインタヴューを行なった年。

























ディはもはや物を見るために立ち止まることなく，見ることをやめていた」 “Andy no 




























































　1954年に書かれたオルソンの詩に「私は孟子，先生の弟子」“I, Mencius, Pupil of the 









　　　パール・バックの『人はみんな兄弟』（All Men Are Brothers, 1933）［『水滸伝』の英
訳である］の話をした。毛沢東が延安に向かった時，心に抱いていたのはこの小説で
はないかと思う。蒋介石が孫文の革命を打破しようと試みた頃だ。『人はみんな兄弟』






















































を負担したのか── CIAと冷戦時代の文化戦争』（Who Paid the Piper? The CIA and the 


























































































３） Vote Note　合衆国航空機会社の一部をなす Chance Voughtを 「ヴォーテ紙幣」（Vote Note）
と呼んだもの。
４） ウェーベルン（Webern）とブーレーズ（Boulez）　Anton von Webern (1883‒1945) は，オース
トリアの作曲家。オルソンは1952年にブラック・マウンテンで，ウェーベルンの　“Three 







1969年には出版されているので，The Cantosにするべきところである。マランガは The Cantos
を作品全体ととらずに歌もしくは詩の集まりとして “the Cantos” と言っていると思われる。
７） AT & T やウェスタン・ユニオン　共にアメリカの電信電話会社。
８） エド・サンダーズ（Ed Sanders）　オルソンの教え子の一人。詩人で，Fuck You Pressの社主。
音楽バンドのリーダーである。
９） サウス・ウースター　オルソンが生まれたのはマサチューセッツ州ウースターである。父
カール（Karl）は，ウースターの郵便局に勤めて，家計を支えた。詳しくは Charles Olson, The 
Post Office: A Memoir of His Father参照。
10） ビル・ウィリアムズ（Bill Williams）　アメリカ詩人ウィリアム・カーロス・ウィリアムズ




救っていない」と言った。「文学的成果」（LITERARY RESULT） （Maximus Poems 575）参照。
13） サーボ機構（servo mechanism）　制御の対象となる装置の機械的な位置・速度・姿勢などを
設定値と比較して追従させる自動帰還制御機構。





15） 「シェイクスピア詩の音量」（“Shakespeare Quantity in Verse”）　正しくは，「詩の音量と
シェイクスピア後期作品」（“Quantity in Verse, and Shakespeare’s Late Plays”）である。
16） ハリー・マーティン（Harry Martin）　オルソンとゲリット・ランシングの共通の友人でグロ




von Hardenber）のペンネーム。ラテン語では，「新たに耕された土地」の意。Muthologos II 199
参照。
19） アイア（ Aia）　コルキス（Colchis）の元の名。黒海東岸に位置し，金羊毛が発見された。
20） レオ・アフリカヌス（Leo Africanus）　アラブの歴史家で，正式には Johannes Leo. Al Hassan 
Ibn Mahommed Al Wezaz Al Fazi (ca. 1494‒1552) と言う。『アフリカ素描』（Description of Africa）
の著者である。Muthologos II 199参照。





22） クラーク　1964年から1965年までニューヨーク州立大学バッファロー校（State University of 
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